
 
 

鉄軌道輸送の安全にかかわる情報（平成２５年度）の訂正について 

 

平成２６年１１月 

 

平成２６年７月３０日に公表しました「鉄軌道輸送の安全にかかわる情報（平成２５年

度）」につきまして、運転事故の届出等により一部の数値に変更がございましたので以下

のとおり訂正いたします。（赤字下線の部分が訂正箇所になります。） 

 

●鉄軌道輸送の安全にかかわる情報（平成２５年度）〔概要版〕 

【Ｐ1】 

１．運転事故 

○平成２５年度に発生した運転事故は、件数が７９０件で対前年度２１件（２.６％）減、死亡 
者数が２７６人で同１９人（６.４％）減でした。 (表１参照) 

 
○乗客の死亡事故は、ありませんでした。 
 

表１：運転事故の件数及び死傷者数（平成２５年度） 

 

 
 件 数  （対前年度）  死亡者数 （対前年度）  負傷者 （対前年度） 

列 車 事 故※ 1  17 件 （△ 5 件）  0 人 （± 0 人） 99 人 （＋10 人） 

踏 切 事 故※ 2 290 件 （△ 5 件） 93 人 （△28 人） 103 人  （ + 4 人 ） 

 
うち踏切障害に伴う 

列車事故
※3 

2 件 （＋ 1 件） 0 人  （± 0 人） 8 人 （△10 人） 

道 路 障 害 事 故 55 件  （△ 7 件）  0 人 （△ 2 人） 17 人 （△ 4 人） 

人 身 障 害 事 故 421 件  （△ 8 件） 183 人 （+ 11 人） 243 人 （△17 人） 

 
うちホームでの 

人身障害事故 
221 件   （△ 2 件） 31 人  （+ 7 人） 192 人 （△ 7 人） 

物 損 事 故 9 件  （＋ 5 件）   

合 計 790 件 (△21 件) 276 人 （△19 人） 454 人 （＋ 3 人） 

※1 「列車事故」は、列車衝突事故（軌道における車両衝突事故を含む。）、列車脱線事故（軌道におけ

る車両脱線事故を含む。）及び列車火災事故（軌道における車両火災事故を含む。）をいいます。 

※2 「踏切事故」は、踏切障害に伴う列車事故と踏切障害事故の総称です。 

※3 「踏切障害に伴う列車事故」の件数等は、踏切事故の内数であり、列車事故にも重複して計上され 

ています。 

  合計の件数等は、この重複を除いたものです。 



 
 

【Ｐ2】 

図１：運転事故の種類別の件数及び死傷者数（平成２５年度） 

①件  数                  ② 死亡者数                ③ 負傷者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２：運転事故の件数及び死傷者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｐ3】 

２．踏切事故 

○平成２５年度に発生した踏切事故は、件数が２９０件で対前年度５件（１.７％）減、

死亡者数が９３人で同２８人（２３.１％）減でした。(表１参照)  
 

○自動車等の直前横断による踏切障害事故は、件数が１４１件で対前年度２件（１.
４％）減、死亡者が６１人で同２６人（２９.９％）減となっています。 
 

○踏切遮断機の整備、踏切支障報知装置の整備等を推進する他、自動車が踏切道か

ら出る前に遮断機が閉じたときにはそのまま進行し遮断機を自動車で押し上げて脱

出できることの周知を図るなど、今後も事故防止を図っていきます。 
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図３：踏切事故の件数及び死傷者数の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①踏切種別別                   ②衝撃物別 
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図４ 踏切事故の発生状況（平成２５年度） 
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【Ｐ5～6】 

３．人身障害事故 
 

○平成２５年度に発生した人身障害事故は、件数が４２１件で対前年度８件（１.９％）減、 
死亡者数が１８３人で同１１人（６.４％）増でした。(表１参照) 

 
○線路内立入り等での接触による人身障害事故は、件数が１８９件で対前年度４件  

（２.１％）減、死亡者が１５２人で同７人（４.６％）増となっています。 
 

○「ホームから転落して接触」と「ホーム上で接触」を合わせた「ホームでの接触」による人 
身障害事故は、件数が２２１件で対前年度２件（０.９％）減、死亡者数が３１人で同７人

（２９.２％）増でした。 
 

○ホームの安全対策としてホームドア等の整備や、「プラットホーム事故ゼロ運動」等により、

今後も事故防止を図っていきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６：人身障害事故の原因等別の件数及び死傷者数（平成２５年度） 

① 件  数                   ② 死亡者数                 ③ 負傷者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５：人身障害事故の件数及び死傷者数の推移 
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図７：ホーム等における人身障害事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｐ7】 

４．輸送障害 
○平成２５年度に発生した輸送障害（列車の運休、旅客列車の３０分以上の遅延等）は５， 

３３９件で対前年度５４４件（９．２％）減でした。(図８参照) 
 

○鉄道係員、車両又は鉄道施設に起因する輸送障害（部内原因）は、１，５６６件（２９． 
３％）で対前年度７２件（４．４％）減でした。このうち、鉄道係員に起因するものが２ 
９５件で同３２件（１２．２％）増、車両に起因するものが８４１件で同７６件（８．３％） 
減、施設に起因するものが４３０件で同２８件（６．１％）減でした。 

○線路内立入り等による輸送障害（部外原因）は、２，０４４件（３８．３％）で対前年度１８７ 
件（８．４％）減でした。このうち、自殺によるものは、６０５件で同２６件（４．１％）減、動物 
によるものは４６５件で同４９件（９．５％）減でした。 

○風水害、雪害、地震等の自然災害による輸送障害（自然災害）は、１，７２９件（３２．４％）

で対前年度２８６件（１４．２％）減でした。なかでも、風水害によるものが８５８件で同２３０

件（２１．１％）減、雪害によるものが３３６件で同３２件（１０．５％）増、地震によるものが５

６件で同６件（９．７％）減でした。 
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図８：輸送障害件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●鉄軌道輸送の安全にかかわる情報（平成２５年度） 

 

【Ｐ2】 

１ 鉄軌道輸送の安全にかかわる国の取組み 

(2) 交通安全基本計画 

① 数値目標 
○踏切事故件数の約１割削減（平成２７年までに平成２２年と比較して） 

踏切事故は長期的には減少傾向にありますが、２．３に記述するように踏切事故は平

成２５年度においても鉄軌道運転事故の３６．７％を占め、また、改良すべき踏切道もな

お残されています。このような現状を踏まえ、踏切事故件数を平成２７年までに平成２２

年と比較して約１割削減することを目指します。 
 

【Ｐ10】 

２ 運転事故に関する事項 

２．１ 鉄軌道における運転事故の発生状況等 

(1) 運転事故の件数及び死傷者数の推移 

○鉄軌道における運転事故は、長期的には減少傾向にあり、平成１３年度からは８００件

台で推移していましたが、平成２５年度に発生した運転事故は、７９０件で対前年度２１件

（２．６％）減でした。 
○平成２５年度に発生した運転事故による死亡者数は、２７６人で対前年度１９人（６．４％）

減でした。運転事故による死亡者数は、近年ほぼ横ばいとなっています。 
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○また、運転事故による死傷者数は、７３０人で対前年度１６人（２．１％）減でした。この中

には、（4）に記載する主な事故の負傷者１０７人が含まれています。運転事故による死

傷者数は、件数と同様に長期的には減少傾向にありますが、ＪＲ西日本福知山線列車

脱線事故があった平成１７年度の死傷者数が１，３９７人であるなど、甚大な人的被害を

生じた運転事故があった年度の死傷者数は多くなっています。 
○なお、運輸安全委員会の調査対象となった運転事故は、平成２５年度発生した運転事

故７９０件のうち１５件（１．９％）でした。 
図５：運転事故の件数及び死傷者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｐ１１～１２】 

(2) 列車走行百万キロ当たりの運転事故件数の推移 

○列車走行百万キロ当たりの運転事故件数は、運転事故件数と同様に長期的には減少

傾向にありますが、平成１３年度からは０．６件台で推移しており、平成２５年度は０．５９

件でした。 
図６：列車走行百万キロ当たりの運転事故件数の推移 
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(3) 運転事故の種類別の件数及び死傷者数 

○平成２５年度に発生した運転事故の内訳は、線路内やホーム上での列車との接触など

の人身障害事故が４２１件（５３．５％）で対前年度８件（１．９％）減、踏切道における列

車と自動車との衝突などの踏切障害事故が２８８件（３６．５％）で同７件（２．４％）減、路

面電車と自動車との道路上での接触などの道路障害事故が５５件（７．０％）で対前年

度７件（１１．３％）減となっています。列車事故は１７件（２．２％）で対前年度５件（２２．

７％）減でした。 
○身体障害者の方が死傷した運転事故は、４件（視覚障害者の方の事故が２件、肢体不

自由の方の事故が２件）でした。 
○平成２５年度に発生した運転事故による死亡者数は、（1）に記述したとおり２７６人であり、

その内訳は、人身障害事故によるものが１８３人（６６．３％）で対前年度１１人（６．４％）

増、踏切障害事故によるものが９３人（３３．７％）で同２８人（２３．１％）減となっていま

す。 
○平成２５年度に発生した踏切事故は、踏切障害事故２８８件のほかに、踏切障害に伴う

列車脱線事故が２件あったので、２９０件（３６．７％）でした。 
○平成２５年度に新幹線において発生した運転事故は、ありませんでした。 
 

図７：運転事故の種類別の件数及び死傷者数（平成２５年度） 
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【Ｐ１6】 

２．３ 踏切事故の発生状況 

(1) 踏切事故の件数及び死傷者数の推移等 

○平成２５年度に発生した踏切事故は、２．１(3)に記述したとおり運転事故全体の 
３６．７％に当たる２９０件で対前年度５件（１．７％）減、踏切事故による死亡者数は９３人

で同２８人（２３．１％）減、死傷者数は１９６人で同２４人（１０．９％）減でした。 
○身体障害者の方が死傷した踏切事故は、１件（肢体不自由の方が第１種踏切道で１件）

でした。 
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図１０：踏切事故の件数及び死傷者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 踏切種別別・衝撃物別及び原因別の踏切事故件数等 

○平成２５年度に発生した踏切事故２９０件の踏切種別別の内訳は、第１種踏切

道２４６件 （８４．８％）、第３種踏切道６件（２．１％）、第４種踏切道３８件（１３．１％）とな

っています。 
○衝撃物別の内訳は、自動車１４４件（４９．７％）、二輪１７件（５．９％）、自転車などの軽

車両３５件（１２．１％）、歩行者９４件（３２．４％）となっています。 
○原因別の内訳は、直前横断１４３件（４９．３％）、落輪・エンスト・停滞９７件（３３．４％）、 

側面衝撃・限界支障３５件（１２．１％）、その他１５件（５．２％）となっています。 

 

図１１：踏切種別別、衝撃物別及び原因別の踏切事故件数（平成２５年度） 
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【Ｐ１8～20】 

２．４ 人身障害事故の発生状況 

(1) 人身障害事故の件数及び死傷者数の推移等 

○平成２５年度に発生した人身障害事故は、２．１(3)に記述したとおり運転事故全体

の５３．３％に当たる４２１件で対前年度８件（１．９％）減、人身障害事故による死亡

者は１８３人で同１１人（６．４％）増、死傷者は４２６人で同６人（１．４％）減でした。 
○身体障害者の方が死傷した人身障害事故は３件（視覚障害者の方の事故が２件、肢

体不自由の方の事故が１件）でした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１２：人身障害事故の件数及び死傷者数の推移 
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(2) 原因別の人身障害事故件数等 

○人身障害事故の原因別の内訳は、公衆等が無断で線路内に立ち入る等して列車等と

接触したもの（線路内立入り等での接触）が１８９件（４５．０％）で対前年度４件（２．１％）

減、これによる死亡者数は１５２人で同７人（４．６％）増でした。「線路内立入り等での接

触」については、自殺かそうでないか判別できないまま人身障害事故として国へ報告さ

れているものが比較的多く含んでいると見られます。 
○旅客等がプラットホームから転落したことにより列車等と接触したもの（ホームから転落し

て接触）は５２件（１２．４％）で対前年度４件（８．３％）増、これによる死亡者数は２１人で

同５人（３１．３％）増でした。 
○プラットホーム上で列車等と接触したもの（ホーム上で接触）は１６９件（４０．２％）で対前

年度６件（３．４％）減、これによる死亡者数は１０人で同２人（２５．０％）増でした。 
○乗降口の扉に手荷物等を挟んだまま列車が出発して旅客が負傷したものなど鉄道係

員の取扱い等によるものは１１件でした。 
 

図１３：原因別の人身障害事故の件数及び死傷者数（平成２５年度） 
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○「ホームから転落して接触」と「ホーム上で接触」を合わせた「ホームでの接触」は２２１ 
 件で人身障害事故件数の５２．５％を占めています。 

 

図１４：原因別の人身障害事故件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１５：人身障害事故による死傷者数の年齢別人数 
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【Ｐ21】 

２．５ 事業者区分別の運転事故件数 

○事業者区分別の運転事故件数は、表４のとおりです。 
 

表４：事業者区分別の運転事故件数（平成２５年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１  「大手民鉄」は、東京地下鉄（株）を除く１５社です。 

※２  「公営地下鉄等」は、東京地下鉄（株）を含みます。 

※３  「中小民鉄」は、準大手鉄道事業者を含みます。 

※４  「地域鉄道」は、脚注９をご覧下さい。 

 
【Ｐ22】 

３ インシデントに関する事項 

３．１ インシデント報告件数 

図１６：インシデント報告件数（平成２５年度） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※「その他」には、鉄道係員による取扱い誤りなどにより発生した事象が含まれています。 
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（件）
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列車
衝突

列車
脱線

列車
火災

踏切
障害

道路
障害

人身
障害

物損 合計

ＪＲ（在来線） 7 125 248 3 383

ＪＲ（新幹線） 0

民鉄等 1 5 156 1 171 5 339

　大手民鉄 1 101 106 1 209

　公営地下鉄等 42 3 45

　新交通・モノレール 1 1

　中小民鉄 5 55 1 22 1 84

路面電車 1 3 7 54 2 1 68

合計 2 15 288 55 421 9 790

　　地域鉄道　【再掲】 8 47 43 13 2 113

　　　地域鉄道（鉄道） 5 45 1 12 1 64

　　　地域鉄道（軌道） 3 2 42 1 1 49



 
 

【Ｐ23～26】 

４．１ 輸送障害の発生状況 

(1) 輸送障害件数の推移等 

○平成２５年度に発生した輸送障害（列車の運休、旅客列車の３０分以上の遅延等）は、

５，３３９件で対前年度５４４件（９．２％）減でした。 
○鉄道係員、車両又は鉄道施設に起因する輸送障害（部内原因）は、１，５６６件（ 

２９．３％）で対前年度７２件（４．４％）減でした。このうち、鉄道係員に起因するもの

が２９５件で同３２件（１２．２％）増、車両に起因するものが８４１件で同７６件（ 
８．３％）減、施設に起因するものが４３０件で同２８件（６．１％）減でした。 

○線路内立入り等による輸送障害（部外原因）は、２，０４４件（３８．３％）で対前年度１８７

件（８．４％）減でした。このうち、自殺によるものは、６０５件で同２６件（４．１％）減、動物

によるものは４６５件で同４９件（９．５％）減でした。 
○風水害、雪害、地震等の自然災害による輸送障害（自然災害）は、１，７２９件（３２．４％）

で対前年度２８６件（１４．２％）減でした。なかでも、風水害によるものが８５８件で同２３０

件（２１．１％）減、雪害によるものが３３６件で同３２件（１０．５％）増、地震によるものが５

６件で同６件（９．７％）減でした。 
○なお、運転事故に伴う列車の運休、旅客列車の３０分以上の遅延等があっても、運転事

故との重複計上を避けるため、輸送障害として計上していません。 
 

図１８：輸送障害件数の推移 

① ＪＲ（在来線＋新幹線）と民鉄（鉄道＋軌道）の合計 
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⑤ 民鉄（軌道） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Ｐ27】 

４．２ 事業者区分別の輸送障害件数 

○平成２５年度における事業者区分別の輸送障害件数は、表５のとおりです。 
 

表５：事業者区分別の輸送障害件数（平成２５年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 

※１  「大手民鉄」は、東京地下鉄（株）を除く１５社です。 

※２  「公営地下鉄等」は、東京地下鉄（株）を含みます。 

※３  「中小民鉄」は、準大手鉄道事業者を含みます。 

 

【Ｐ37～38】 

７ 輸送の安全にかかわる施設等に関する事項 

７．２ 踏切保安設備の整備状況 

(1) 踏切道数の推移 

○平成２５年度において、２．１(3)に記述したとおり踏切事故は運転事故の３６．７％を、ま

（件）

鉄道
係員

車両
鉄道
施設

小計 合計

ＪＲ（在来線） 261 630 280 1,171 1,665 1,080 3,916

ＪＲ（新幹線） 4 12 8 24 15 52 91

民鉄等 27 182 136 345 342 586 1,273

　大手民鉄 9 23 25 57 240 101 398

　公営地下鉄等 2 9 13 24 30 12 66

　新交通・モノレール 1 11 4 16 5 36 57

　中小民鉄 15 139 94 248 67 437 752

路面電車 3 17 6 26 22 11 59

合計 295 841 430 1,566 2,044 1,729 5,339

 　　　　　　　　原　因
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た踏切事故による死亡者は運転事故による死亡者の３３．７％をそれぞれ占めており、

踏切事故防止は鉄道の安全確保上、極めて重要なものとなっています。 
○踏切事故件数は、立体交差化や統廃合による踏切道数の減少や第１種踏切道への改

良等の踏切保安設備の整備等により、年々減少しています。 
○これまで踏切保安設備の整備が着実に進められてきた結果、現在では踏切道の８８％

が第１種踏切道となっています。また、踏切遮断機等の設備のない第３種踏切道及び

第４種踏切道は、年々減少していますが、平成２５年度末においてそれぞれ７９４箇所

及び２，９８１箇所残っており、２．３(2)に記述したとおり同年度に踏切事故がそれぞれ６

件（踏切事故全２９０件の２．１％）及び３８件（同１３．１％）発生しています。 
 

図１７：踏切道数と踏切事故件数の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表１２：踏切種別別の踏切道数の推移               （箇所） 

年 度 第 １ 種 第 ３ 種 第 ４ 種 合 計 

平成 21 年度  29,930 (88％) 907 (3％) 3,305 (10％) 34,142 

平成 22 年度  29,967 (88％) 861 (3％) 3,230 (9％) 34,058 

平成 23 年度  29,988 (88％) 841 (2％) 3,138 (9％) 33,967 

平成 24 年度  29,860 （88％) 816 （2％） 3,034 （9％） 33,710 

平成 25 年度 29,880 （88％) 794 （2％） 2,981 （9％） 33,655 

 

【Ｐ39】 

(3) 事業者区分別の踏切道数等 

○事業者区分別の踏切道数及び踏切支障報知装置設置踏切道数は、表１４のとおりで
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す。 
表１４：事業者区分別・踏切種別別の踏切道数（平成２６年３月末現在）  （箇所） 

事業者区分 第 １ 種 第 ３ 種 第 ４ 種 合 計 踏 切 支 障 
報 知 装 置 

ＪＲ（在来線） 18,738 531 1,669 20,938 14,743 
民鉄等 10,748 242 1,274 12,264 7,120 

大手民鉄 5,607 51 14 5,672 5,093 

公営地下鉄等 1 0 0 1 1 

中小民鉄 5,140 191 1,260 6,591 2,026 

路面電車 394 21 38 453 119 

 

●参考資料 

【Ｐ1】 

(1) 踏切事故の状況 

○過去５年間（平成２１～２５年度）の踏切道１００箇所当たりの踏切事故件数は、第４種踏

切道が１．３８件、第３種踏切道が１．１４であり、これらと比較すると一般的には道路の交

通量若しくは列車の本数が多く、又は列車の速度が高い傾向にある第１種踏切道の０．

８７件より高くなっています。また、自動車の直前横断による踏切事故は、第４種踏切道

が０．７３件、第３種踏切道が０．６６件であり、第１種踏切道の 

０．１０件よりも高くなっています。 

○踏切事故については、高齢者が関係するものが多く、平成２２～２５年度に発生した事

故のうち、衝撃物が自動車の件数は５６７件であり、このうち、６０歳以上の件数は２６８件

（４７．３％）を占めています。また、衝撃物が歩行者の件数は３８３件であり、このうち６０

歳以上の件数は、１９８件（５１．７％）を占めています。 

 

【Ｐ2】 

踏切種別別の衝撃物別・原因別の踏切事故件数等（平成２１～２５年度までの合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動車

578件 44.2%

〔0.39〕

二輪

95件 7.3%

〔0.06〕

軽車両

151件 11.5%

〔0.10〕

歩行者

485件 37.1%

〔0.32〕

直前横断

148件 11.3%

〔0.10〕

停滞・落輪・エンスト

267件 20.4%

〔0.18〕

側面衝突・限界支障

150件 11.5%

〔0.10〕

その他

13件 1.0% 〔0.01〕

直前横断

40件 3.1% 〔0.03〕

停滞・落輪・エンスト

29件 2.2% 〔0.02〕
側面衝突・限界支障

21件 1.6% 〔0.01〕

その他

5件 0.4% 〔0.00〕

直前横断

44件 3.4% 〔0.03〕

停滞・落輪・エンスト

79件 6.0% 〔0.05〕

側面衝突・限界支障

8件 0.6% 〔0.01〕

その他

20件 1.5%

〔0.01〕

直前横断

353件 27.0%

〔0.24〕

停滞・落輪・エンスト

55件 4.2% 〔0.04〕

側面衝突・限界支障

18件 1.4% 〔0.01〕

その他

59件 4.5% 〔0.04〕

件 数

1309件

〔0.87〕

① 第１種踏切道（踏切道数 29,880） 



 
 

【Ｐ3】 

年齢別の踏切事故件数等（平成２２～２５年度までの合計） 
 ② 関係者年齢別の踏切事故件数（歩行者）    ④ 第１種踏切道における歩行者の年齢別件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｐ4】 

（２）ホームにおける人身障害事故の状況 

○平成２５年度に発生した人身障害事故は４２１件で、運転事故全体の５３．５％ 

を占めており、このうち「ホームから転落して接触」と「ホーム上で接触」を含 

めた「ホームでの接触」による人身障害事故は２２１件となっています。 

○「ホームでの接触」のうち、酔客に係るものは１３３件となっています。 

○また、ホームから転落して接触した人身障害事故は、非常押しボタンの整備等の 

対策が進められているものの、減少までには至っていません。 

 

ホームにおける人身障害事故件数の推移 
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【Ｐ5】 

ホームの安全対策とホームから転落して接触した人身障害事故件数の推移 
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ホームから転落して接触した人身障害事故件数 待避スペース又はステップの整備率

非常停止押しボタン又は転落検知マットの整備率


